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る
の
で
、
こ
の
頃
に
は
寄

宿
舎
は
「
汝
羊
寮
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

ち
な
み
に
、
寮
名
は
旧
約

聖
書
詩
編
１
０
０
編
３
節

「
わ
た
し
た
ち
は
主
の
も

の
、
そ
の
民　

主
に
養
わ

れ
る
羊
の
群
れ
」、
ま
た

は
エ
ゼ
キ
エ
ル
書
34
章
31

節
「
汝
ら
は
我
が
羊
、
我

が
牧
場
の
群
れ
な
り
」
が

由
来
と
の
こ
と
。
全
国
で

羊
が
一
番
似
合
う
の
は
北

海
道
で
あ
り
、
広
大
な
草

　

ま
ず
は
「
汝
羊
寮
」
の

歴
史
を
簡
単
に
振
り
返
っ

て
お
こ
う
。
正
式
名
称

は
「
北
海
道
大
学
基
督
教

青
年
会
寄
宿
舎
汝
羊
寮
」。

１
８
７
６
（
明
治
９
）
年
、

札
幌
農
学
校
へ
進
ん
だ
内

村
鑑
三
ら
が
「
札
幌
基
督

教
青
年
会
」
を
組
織
し
、

同
会
は
一
時
消
滅
し
た
も

の
の
、
１
９
０
１
（
明
治

34
）
年
に
同
会
か
ら
の
分

離
と
い
う
形
で
「
札
幌
農

学
校
基
督
教
青
年
会
」
と

し
て
再
結
成
さ
れ
、
そ
の

後
、「
北
海
道
大
学
基
督

教
青
年
会
」
と
な
っ
た
。

寮
が
作
ら
れ
た
の
は
１
９

０
９
（
明
治
42
）
年
だ
が
、

当
時
の
記
録
に
は
「
汝
羊

寮
」
と
い
う
名
称
は
み
ら

れ
な
い
。
２
０
０
９
（
平

成
21
）
年
に
刊
行
さ
れ
た

『
北
海
道
大
学
キ
リ
ス
ト

教
青
年
会
の
歩
み
―
羊
た

ち
の
群
像
―
』
に
よ
れ
ば
、

１
９
３
３
（
昭
和
8
）
年

の
出
来
事
を
記
す
ペ
ー
ジ

に
基
督
教
青
年
会
が
佐
藤

昌
介
教
授
に
よ
り
「
汝
羊

会
」
と
命
名
さ
れ
た
と
の

記
載
が
あ
り
、
１
９
３

８
年
（
昭
和
13
）
の
項

に
「
寮
生
10
名
、
汝
羊
寮

改
築
決
意
文
書
作
成
、
署

名
・
血
判
」
の
記
載
が
あ

原
を
想
起
さ
せ
る
、
い
い

ネ
ー
ミ
ン
グ
だ
と
思
う
。

　

寮
が
完
成
し
た
１
９
０

９
年
の
ペ
ー
ジ
を
み
る
と
、

「
総
工
費
１
９
５
０
円
」

「
11
名
の
学
生
入
寮
」「
歓

迎
会
歓
迎
の
辞　

有
島
武

郎
予
科
教
授
」
と
い
っ
た

記
述
が
あ
る
。
当
時
の
１

９
５
０
円
は
、
現
在
の
７

０
０
万
円
く
ら
い
だ
ろ
う
。

教
員
だ
っ
た
有
島
は
、
こ

の
７
年
後
に
名
作
『
生
ま

れ
出
づ
る
悩
み
』『
カ
イ

ン
の
末
裔
』
を
発
表
し
、

作
家
と
し
て
名
を
成
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
内
村
鑑
三
と

と
も
に
札
幌
農
学
校
２
期

生
だ
っ
た
新
渡
戸
稲
造
と

学
生
の
記
念
写
真
も
載
っ

て
い
る
。

　

現
在
の
建
物
は
、
今
年

で
築
50
年
を
迎
え
た
。
か

つ
て
は
周
囲
に
緑
が
あ
ふ

れ
、
日
当
り
も
良
好
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
が
、
い
ま
は

ビ
ル
の
谷
間
で
、
昼
間
で

も
仄
暗
い
の
が
気
の
毒
だ
。

昔
の
旅
館
を
彷
彿
と
さ
せ

る
玄
関
に
立
ち
、
声
を
か

け
る
と
、
寮
母
の
細
貝
さ

ん
が
迎
え
て
く
れ
た
。

ご
し
た
。

　

寮
に
関
す
る
諸
々
の
こ

と
を
全
会
一
致
で
決
め
る

「
寮
自
治
」
は
特
色
の
ひ

と
つ
。
解
決
し
な
か
っ
た

場
合
は
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
理
事

会
で
審
議
す
る
が
、
最
終

的
に
は
人
数
が
多
い
学
生

の
意
思
が
尊
重
さ
れ
る
。

 

「
掃
除
当
番
や
ら
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
の
日
程
や
ら
他
愛

の
な
い
議
題
も
あ
り
ま
し

た
が
、
よ
り
よ
い
寮
生
活

を
実
現
す
る
た
め
の
議
論

は
深
夜
ま
で
白
熱
し
ま
し

た
」

　

入
寮
希
望
者
と
の
面
接

は
、
原
則
、
全
員
が
出
席

す
る
。
15
人
く
ら
い
の
寮

生
が
ズ
ラ
リ
と
並
び
、
た

っ
た
１
人
と
向
き
合
う
わ

け
だ
。

 

「
基
本
は
入
れ
る
方
向
で

面
接
す
る
の
で
す
が
、
ウ

ェ
ッ
ト
な
人
間
関
係
の
寮

生
活
に
適
応
で
き
な
さ
そ

　

こ
こ
数
年
の
間
に
大
き
く
姿
を
変
え
た
札
幌
駅
北
口
エ

リ
ア
の
北
12
条
西
２
丁
目
に
、
レ
ト
ロ
な
味
わ
い
の
建
物

が
、
高
層
ビ
ル
に
囲
ま
れ
る
よ
う
に
佇
ん
で
い
る
。
北
大

キ
リ
ス
ト
教
青
年
会
（
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
）
の
学
生
寮
で
あ
る

「
汝じ

ょ
よ
う
り
ょ
う

羊
寮
」
だ
。
同
じ
北
大
寮
で
も
、
バ
ン
カ
ラ
学
生
で
お

な
じ
み
の
「
恵
迪
寮
」
と
比
べ
て
知
名
度
は
低
い
が
、
そ

の
歴
史
は
古
く
、
初
代
寄
宿
舎
の
完
成
は
１
９
０
９
（
明

治
42
）年
に
ま
で
遡
る
。
こ
の
伝
統
あ
る「
汝
羊
寮
」が
い
ま
、

創
設
以
来
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。
今
春
、
寮
生
が
初

め
て
ゼ
ロ
に
な
っ
た
の
だ
。
寮
の
存
続
に
奮
闘
す
る
Ｏ
Ｂ

の
松
尾
悠
さ
ん
と
、
10
月
末
で
退
職
し
た
寮
母
の
細
貝
り

つ
子
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

（
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
・
内
海　

達
志
）

旧
約
聖
書
が
名
前
の
由
来

　

寮
生
が
去
っ
た
館
内
は
、

や
は
り
空
虚
で
わ
び
し
い
。

 

「
ひ
と
り
で
留
守
番
を
す

る
の
は
心
細
か
っ
た
で
す

が
、
も
う
慣
れ
ま
し
た
」

　

そ
う
話
す
細
貝
さ
ん
は
、

取
材
日
の
半
月
後
、
10
月

末
を
も
っ
て
15
年
の
寮
母

生
活
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
っ

た
。 「

寮
自
治
」と「
学
Ｙ
活
動
」

　

部
屋
は
全
18
室
。
ベ
ッ

ド
と
机
が
置
か
れ
た
だ
け

の
シ
ン
プ
ル
な
空
間
だ
が
、

歴
代
寮
生
の
汗
と
涙
が
染

み
つ
い
て
い
る
よ
う
な
印

象
を
受
け
た
。
全
体
的
に

老
朽
化
は
隠
せ
な
い
が
、

細
貝
さ
ん
に
よ
れ
ば
、

 

「
丈
夫
な
造
り
で
、
裏
の

マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
っ
た
際

の
耐
震
検
査
で
は
、
ま
っ

た
く
問
題
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
」

　

と
い
う
。

　

や
が
て
理
事
を
務
め
る

松
尾
さ
ん
が
合
流
し
、
食

堂
で
話
を
う
か
が
っ
た
。

経
済
学
部
卒
の
松
尾
さ
ん

は
銀
行
員
。
２
０
０
３
年

か
ら
４
年
間
、
こ
こ
で
過

▲築 50 年を迎えた「汝羊寮」

▲食堂にはキリスト教関係の書籍が並ぶ

今
春
寮
生
が
ゼ
ロ
で

　

存
続
の
危
機
に
―
― 

１
９
０
９
年
創
設
の「
汝
羊
寮
」
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